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価
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

浸水対策の推進

（企業会計）浸水対策施設整備事業（下水道整備課分）

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

市

平成 年度～28

一般重点 ③インフラ・施設等整備

単年度雨水管きょ整備延長 ｍ

雨水対策整備率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

　安全で安心して暮らし続けられるまちのため、下水道事業計画区域内の浸水被害を受けている地域において、雨水を速やかに
排除するポンプ施設や雨水管きょの計画的な整備を行う。
　中心市街地においては、西部バイパス幹線、日新ポンプ場等の整備を進めるとともに、周辺市街地においても雨水幹線や雨水
ポンプ場の整備を行うなど、計画的に施設整備を行う。

雨水管きょ整備

雨水対策整備対象区域

雨水対策整備対象区域内において、浸水被害の軽減・解消を図る。

雨水排水施設等の整備により、浸水被害の軽
減・解消を図る。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 　西部バイパス幹線工事　　　　Ｌ＝４７４ｍ　
　　

％100.0

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

1,917,558 1,162,059 1,229,568 1,600,920

1,845,540 1,090,383 1,158,216 1,529,568

72,018 71,676 71,352 71,352

Ａ 継続

平成２８年度から引き続き、整備バイパス幹線の整備を進めている。同幹線の竣工後、速やかに日新ポンプ場放流きょ工事に着手するなど、
施設の整備効果を早期に発現する必要がある。

浸水対策の著しい箇所について、費用対効果などを考慮し、緊急性の高いものから計画的に整備を行う。
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標
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要
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目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

浸水対策の推進

（企業会計）浸水対策施設整備事業（下水道施設課分）

都市整備局

下水道施設課

087-842-5421

市

平成 年度～28

一般重点 ⑤内部管理事務

単年度雨水管きょ整備延長 ｍ

雨水対策整備率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

　安全で安心して暮らし続けられるまちのため、下水道事業計画区域内の浸水被害を受けている地域において、雨水を速やかに
排除するポンプ施設や雨水管きょの計画的な整備を行う。
　中心市街地においては、西部バイパス幹線、日新ポンプ場等の整備を進めるとともに、周辺市街地においても雨水幹線や雨水
ポンプ場の整備を行うなど、計画的に施設整備を行う。

日新ポンプ場実施設計

雨水対策整備対象区域

雨水対策整備対象区域内において、浸水被害の軽減・解消を図る。

雨水排水施設等の整備により、浸水被害の軽
減・解消を図る。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％100.0

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

0 95,070

0 87,142

0 7,928

Ａ 継続

日新ポンプ場の実施設計業務を発注し、関係機関と協議を行いながら、設計を進めている。

市内の浸水対策に資するため、日新ポンプ場の供用開始に向けて、引き続き実施設計を行い、建設の準備を進める。
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